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Eヨ容の要

歯周組織における慢性の [5.&局性感染巣が原病巣となり，遠隔臓器 lこ種々な系統的疾患をひき起こす

という歯性病巣感染の概念は，古く Hunter (1 900) らによって提唱されたものである。しかしその

病理機序については，細菌説，アレノレギ一説，神経病理学説などの諸説が提出され，またそれらを裏

付けしようとする多くの研究がなされたが，問題自身の複雑さも子伝ってなお多くの不明の点が残さ

れている。

著者は歯性病巣感染の模型実験として，歯根尖部を介する経歯遷延感作実験をとりあげた。すなわ

ち適当量のマーゾニン加生理的食塩水を加えて糊剤状とした凍結乾燥馬血清約 5 mg (乾燥量)を，

体重約 2 kg の健常な雄性家兎の抜髄された上顎臼歯の歯髄腔内に， 1 週ないし10 日間隔で繰り返え

し投与し(感作期間は28 日から 303 日におよんだ) ，抗原の反復投与によって全身にひき起こされる

免疫反応を経時的に追求する一方，遠隔臓器への影響を免疫病理学的立場から検討したD なお対照群

として抜髄は行ーなったが馬血清を投与しない対照家兎についても，同様な検討を行なった。

得られた結果を要約すると次のようである。

1 )日立の血清蛋白屈折計により測定した血清総蛋白量，および徳紙電気泳動法で測った血清蛋白

分画値については，アノレブミンは初回感作後60 日頃までは減少するが， 100 日以降やや回復し， 一方

Tーグロプリンは感作を重ねるにつれて増量し ， lx降J性抗体価の最も高い初回感作後50 日から 100 日頃

にピークに達した。なお αーおよび。ーグロプリンには有志の変動は認められなかった口各分間iの示

す変動の総和としての総蛋白量は，感作につれて次第に増加した。対照群ではこのようなアノレプミン

の減少および Tーグロプリンの著しい増加は認められなかった口

2) 抗血清稀釈重層法によって測定した沈降性抗体は感作開始後 1 週ないし 2 週日頃より出現し，

以後感作回数が増すにつれて増量して， 50 日から 100 日頃にピークを示した。
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一方タンニン酸処理馬血清感作血球に対する凝集性抗体も沈降性抗体と同様な推移を示し，初回感

作後100 目前後でピークに達することが示された。

3) 感作家兎のアノレツス反応および被検家兎血清を用いて実施した Ovary 法による皮膚受動アナ

フイラキシー反応 (P CA 反応)はいずれも感作初期より陽性反応を示し，感作が繰り返されるに

つれてその強度をますのが認められたが， Prausnitz-Küstner 反応は被検家兎全例において陰性で

あった。

4) Heller の記載にしたがい家兎および人の r-グロプリンで感作したタンニン酸処理血球凝集反

応を利用して行なったリウマチ因子織物質の検出，および Liu の方法を参考にして行なった被検動

物の各臓器の生理的食塩水抽出波を抗原とする臓器自己抗体の検出は，被検家兎全例において陰性に

終っ 7こ O

5) 局所病巣ならびに各臓器の組織切片を常法により作成し， H-E 重染色， アザン・マロリー，

PAS などの染色を施して実施した病理組織学的検討の結果は次のようであった。

すなわち局所には殆んどの例に分画炎の像が認められ，形質細胞の著しい浸潤増生を伴った炎症性

肉芽組織の増生，さらに感作が繰り返されるにつれて，中心部は壊死化し，なかには歯根肉芽腫の形

成がみられた。さらに組織の一部の廠炭化，小さな円形の組織融解像，血管には 11堕度の結節性動脈周

囲炎像などが観察された。

心臓には心内膜下の結合織の浮服性1J{j;化，心筋線維の一一部の変性，心筋間質のリンパ球浸潤，間質

結合織の増生，軽度の血f白壁の膨化増生など，間J臓には繍没性結節性の肺胞壁肥厚を主とするいわゆ

る間質性肺炎像がみとめられた口また肝臓は肝細胞の空胞変性，小葉中心帯における結節状の円形細

胞没潤を伴った肝細胞の局所壊死，小葉辺縁，!ifにおける偽胆官形成，円形細胞浸潤を伴ったいわゆる

piecemeal necrosis 椋の組織像を示し，グリソン氏鞘は拡大延長し，そこには胆管の増生，円形細

胞の著しい浸潤，結合織の増生などが矧察された。一方腎臓では糸球体のいわゆる核の増多を主とす

る急性の増殖性糸球体腎炎，およびボウマン氏髪上皮細胞の増生や，糸球体係蹄の料度変性，線維化

を示す亜急性ないし亜慢性糸球体腎炎像がみられ，牌臓はリンパ櫨胞の腫大あるいは萎縮，赤牌髄の

充血，ヘモジデリンの沈着，牌細胞によるヘモジデリンおよび赤血球の食食像などの牌炎像がみら

れ，さらに形質細胞の浸潤増生，巨核球の浸潤などが観察された。なお実験側顎下リンパ節はリンパ

総胞が腫大あるいは萎縮し，髄索には形質細胞の著しい増生がみられ， 感作が長期におよんだ例に

は，髄索の忠良市住化，オニオン・スキン血管病変，ヘマトキシリン体様物質などがみられた口その他大

腿骨骨幹上1/3骨髄に!限度の線維化像も 1 例についてのみであるが観察された。

一)J対照群では局所および，前述の各臓器に円形細胞の浸潤を主とするごく軽度の惨出性変化をみ

とめたにすぎなかった。

すなわち上述したような実験方法により歯恨尖を介して馬血清に対する遷延感作を家兎に成立させ

ると，初回感作後50 日から 100 日頃をピークとした特異沈降抗体の産生に特徴づけられるヒペレノレギ

ー性の組織病変が全身諸臓器に芯起され，また例数はごく少ないけれども局所リンパ節にはオニオン

・スキン血管病変，ヘマトキシリン体椋物質の出現などの変質性病変も観察された。
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論文の審査結果の要旨

歯性病巣感染の成立機構について種々の説があるが，問題自身の複雑性も手伝って，未だ不明の点

が多い。

本実験は，原病巣産物によりたえず生体が感作されているのではないかという前提にたち，歯性病

巣感染の模型実験として，家兎の歯髄腔を介して，応LÙl清を頻回投与することにより，経歯遷延感作

を成立させ，その際，全身に惹き起こされる免疫反応を経時的に追求すると共に，遠隔臓器への影響

を免疫病理学的立場から検討したものである。

櫨紙電気泳動法による血清蛋白， 免疫血清学的および組織学的検索の結果， 初回感作後 50 日から

100 日頃をピークとする過免疫の状態が持続し，ヒペレノレギー性の組織病変が惹き起こされることが確

認され，とくに局所リンパ節では感作が選延した例に，オニオン・スキン血管病変等の変質性病変が

観察されるという興味ある所見がみられた。

本論文は，経歯髄腔遷延感作という面から歯性病巣感染の成立機構の解明を試み，生体全般が原病

巣産物の持続的作用により影響を受ける可能性を，模型実験的に明らかにしたものである口歯性的z巣

感染の研究に寄与することが大きい貴重な業績と考える。
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